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地球環境時代における教育小委員会　第２回議事録(案)
■日時：平成20年　８月　20日（水）　16:00～19:00
■場所：建築会館　307会議室
■出席者：宿谷昌則（武蔵工業大学）、菅原正則（宮城教育大学）、高橋達（東海大学）、
　　　　　妹尾理子（香川大学）、田中稲子（横浜国立大学）、谷口新（大妻女子大学）
　　　　　：６名
■資料：２－０
地球環境時代における教育小委員会　第２回　議事次第
　　　　２－１
地球環境時代における教育小委員会　第１回　議事録（案）／菅原委員
　　　　２－２
住環境教育に関する事例紹介／田中委員、谷口委員
■議事：
１．議事録確認
　前回議事録案（資料２－１）は、承認された。
２．ENEX展の体験ブースについて
　宿谷主査から標記について情報提供があった。

　ENEX展は省エネルギーセンター主催で、来年２月中旬に開催される。

　現在、建築家の藤江創氏がロ・ハウスをテーマに原案を作成中。
　次回委員会で続きが報告される予定。
３．世田谷区住教育プログラムと杉並区エコスクール
　田中委員から標記（資料２－２）について話題提供があった。
　世田谷区では、第２次住宅整備後期方針の新規５プロジェクトのうち、人材プロジェクトと拠点プロジェクトにおいて新たな住教育プログラムの準備を進めている。８/24に三田家住宅（深沢の古民家）において第１回ワークショップが実施される。第２回は防音をテーマに企画中。
　杉並区では、独自にエコスクール化を進めている。今年度は荻窪小学校において、日射や風通し、改修工事現場見学などの環境教育プログラムが予定されている。
４．環境教育学会およびエネルギー環境教育学会の参加報告
　妹尾委員から標記について報告があった。

　いずれの学会発表でも住居系は少なかった。小中高の先生が学会に参加するためには、仕掛けが必要である。

　これを受けて、学校現場の先生へ住環境教育を分かりやすい形で提供しようとしている、この委員会活動の意義は大きいのではないかということが確認された。
５．2009年度委員会活動
　宿谷主査から標記について、今年度で委員会の設置期間が終了するが、あと２年委員会活動を継続することの提案があり、承認された。
　これまで教材・教育システムの事例公開プラットフォームへの投稿を進めてきたが、そこまで大がかりでない、手軽な教材を持ち寄って集めてみてはどうかということになった。妹尾委員と谷口委員を意見番として、教材化の可能性を検討し、これを元に実演付きのシンポジウムを企画する。
６．次回開催日
　次回委員会は、10月24日（金）16:00～19:00に、建築会館会議室で行うことになった。

　話題提供は、各委員が持ち寄った教材紹介を行う予定。

以上
